
 

 

 

  

                

 
  

 

 

 

 

 
Ⅰ ２６年度経営方針と重点 
 

経営の方針 

１、「知・徳・体」バランスのとれた児童を育む教育活動と学校運営の推進 

２、心の安定と基本的生活習慣を育む家庭との協力・協働 

３、子どもを見守り、励ます地域との交流・連携 

経営の重点 

１．学校教育目標の具現化に向かい、広い視野で教育課程を編成し、すべての児童に３つの力（知・徳・体）を保障する 

２．学校・家庭・地域の協力・連携を基盤に「信頼される学校づくり」を進める 

３．評価システムの改善で全教職員が力を発揮する学校運営を進める 

４、研修の充実ですべての児童に学力の保障をする 

５、保・小・中・高連携を一層充実し、児童の「生きる力」の育成する 
 

特色ある教育活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

●考える子（知） よく聞き、自ら考え、進んで学ぶ子 

よい挨拶をし、思いやりや感謝の気持ちの表れる子 

●元気な子（体） 

●仲良い子（徳） 

よく遊び、たくましい体と精神力を持つ子ども 

 

「学ぶ喜びと楽しさを感じ確かな学力を身につける子どもの育成」 

     ～国語科における個に応じたきめ細やかな指導を通して～ 

仮説１ 
・子どもの実態や学習環境に応じた学習活動を設定す

れば、子どもは生き生きと課題に取り組んだり、自分

を表現したりすることができるようになるだろう。 

仮説２ 
・単元を貫く言語活動を設定することによって、

思考力・判断力・表現力を高めることができる

だろう。 

１  異学年集団を軸にした教育活動（運動会、掃除、給食など） 

２  ふるさと礼文に学ぶ教育活動（総合的な学習を中心とした故郷を誇りに思う活動） 

３  礼文の教育連携を活用した教育活動（学校種間の壁を乗り越えた研修活動） 



 

 

 

３ ２ １ 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ 月 

六
年
生
を
送
る
会
・
参
観
懇

談
・
大
掃
除
・
卒
業
式
・
修
了

式 フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
・
新
入
学
児

一
日
入
学
・
冬
の
親
子
レ
ク 

始
業
式
・
作
品
展
・
給
食
試
食

会
・
カ
ル
タ
大
会 

も
ち
つ
き
集
会
・
祖
父
母
参

観
・
授
業
参
観
懇
談
・
大
掃
除
・

終
業
式 

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
・
・
個
人
面

談 学
芸
会
・
は
ち
ま
る
交
流
会 

陸
上
記
録
会
・
避
難
訓
練 

・
始
業
式
・
劇
団
四
季
鑑
賞
・

品
展 

子
ど
も
み
こ
し
、
親
子
ふ
れ
あ

い
広
場
・
遠
足
・
参
観
懇
談
・

大
掃
除
・
終
業
式 

町
植
樹
祭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
春
の
環
境

整
備
・
映
画
鑑
賞
・
運
動
会 

ク
リ
ー
ン
作
戦
・
家
庭
訪
問
・
・

新
体
力
テ
ス
ト
・
修
学
旅
行 

宿
泊
学
習 

始
業
式
・
入
学
式
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
・
全
国
学
力
状
況
調
査
・
知

能
検
査
・
学
力
検
査
・
一
年
生

を
迎
え
る
会
・
参
観
懇
談
・
青

空
教
室 

年
間
行
事
予
定 

 

 

 

 

 

 

＝活動の方針＝ 

１ 家庭と学校との緊密な連携によって児童の健全育成を図る。 

２ よい父母、よい教師になるよう努める。 

３ 児童の生活環境をよくする。 

４ 会員相互の親睦と教養の向上を図る。 

 

＝活動の計画＝ 

１ 会員の研修の充実・・・・・・・情報の還流・参観日各種研究会への参加・研修等 

２ 教育環境整備への協力活動・・・グランド除草整備・ストーブの清掃・温室整備・花壇の整備等 

３ 社会教育活動の助長、振興・・・地域諸団体との連携協力・給食実施計画等 

４ 子どもの健全育成・・・・・・・自然体験学習・スポーツ活動・かるた練習・親子ふれあい広場・餅つき集会等 

５ 学校教育活動への協力、援助・・学校行事への協力援助・懇談会の開催等 

 

 

 

 

 

 

 

平成１１年３月、須古頓小学校閉校に伴い、本校に統合された。 

校下は、５つの自治会からなり、その気質や考え方には若干の 

違いが見られるが、学校やＰＴＡ活動には協力的である。校下 

戸数は約１４０戸であるが、少子化のためＰＴＡ保護者会員は 

４戸と年々減少の傾向にある。校下は殆ど水産業従事者で経済 

的には比較的安定しているが、近年の水産資源の減少により、 

季節的に賃金労働に従事する者や出稼ぎする者もいる。漁業後 

継者が少なく、高齢化が進んでいる。 

保護者の学校教育に対する関心は高く、学校行事やＰＴＡ活動等では積極的な参加・協力がある。一方、家業

の繁忙、生活時間帯のずれにより、生活リズム等での課題もある。そこで、学校からの情報を適切に発信し、学

校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たす中で、児童一人一人に「生きる力」を育んでいきたい。 


